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前

言

一
、
趣
旨
説
明

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
本
学
会
が
企
画
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
本
学
会
会

則
第
３
条
（
事
業
）
第
４
項
に
載
る
「
会
員
の
研
究
に
対
す
る
援
助
」
を
そ
の

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。
主
た
る
「
援
助
」
の
対
象
は
、
本
会
の
い
わ
ゆ
る
若

手
会
員
で
し
て
、
二
〇
二
二
年
秋
開
催
の
第
七
十
四
回
大
会
に
お
い
て
始
め
て

実
施
さ
れ
、
つ
づ
く
第
七
十
五
回
大
会
で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

す
で
に
本
会
は
、
若
手
学
会
員
の
研
究
支
援
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
一
一
年

三
月
に
「
第
一
回
若
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
、
そ
れ
を
発
展
的
に
引
き

継
ぐ
か
た
ち
で
、
毎
年
の
大
会
に
お
い
て
「
次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
本
企
画
も
ま
た
、
若
手
支
援
に
関
す
る
年
来
の
精
神
を
分
け
持

つ
も
の
で
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
書
評
活
動
の
活
性
化
と
い
う
目
的
を
掲
げ
、

若
手
を
含
む
会
員
相
互
の
学
術
交
流
の
場
の
創
成
を
目
指
し
ま
し
た
。
本
企
画

を
、
「
次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
別
立
て
で
実
施
す
る
理
由
は
こ
の
点
に
存

す
る
の
で
す
が
、
そ
の
よ
り
良
い
形
態
に
関
し
て
は
、
引
き
続
き
、
会
員
各
位

の
ご
意
見
を
う
か
が
い
な
が
ら
模
索
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
形
式
で
行
い
ま
す
。
パ

ネ
ル
は
、
複
数
の
評
者
の
ほ
か
書
評
の
対
象
と
す
る
学
術
書
の
著
者
お
よ
び
司

会
者
の
各
位
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
第
七
十
六
回
大
会
で
は
二
組
の
パ
ネ

ル
に
よ
る
書
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
次
頁
以
降
に
、
『
大
会
要
項
』
所
掲
の

「
要
旨
」
を
掲
載
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
の
条
件
に
関
し
て
は
、
学
会
主
催
の
活
動
と
し
て
企
画
の
公
平
性
を

い
か
に
確
保
す
る
か
、
そ
も
そ
も
書
評
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ど
の
よ
う
に
し
て
若

手
支
援
に
繋
げ
る
か
、
と
い
っ
た
点
を
考
慮
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
左
記
の
も

の
は
、
二
〇
二
四
年
度
の
パ
ネ
ル
に
適
用
さ
れ
た
条
件
で
す
。

一
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
う
ち
、
著
者
と
司
会
者
、
お
よ
び
評
者
二
名
は
本
学

会
の
会
員
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

二
、
書
評
の
対
象
と
す
る
著
作
は
、
著
者
に
と
っ
て
デ
ビ
ュ
ー
作
に
相
当

す
る
学
術
書
で
、
二
〇
二
〇
年
～
二
〇
二
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
。

評
者
の
年
齢
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
学
術
書
の
著
者
と
同
年
齢
も
し

く
は
そ
れ
以
下
。

三
、
専
門
領
域
・
所
属
機
関
・
性
別
な
ど
に
つ
い
て
、
多
様
性
が
考
慮
さ

れ
た
パ
ネ
ル
を
歓
迎
す
る
。

な
お
、
評
者
各
位
に
対
し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
研

究
集
録
』
に
、
大
会
報
告
に
も
と
づ
く
書
評
を
掲
載
す
る
こ
と
を
伝
え
、
寄
稿

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
文
章
に
関
し
て
は
、
原
稿
用
紙
二
十
枚
程
度
を

上
限
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
短
く
と
も
可
、
と
い
っ
た
文
字
数
の
制
限
を
設
け
ま

し
た
。
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二
、
パ
ネ
ル
の
概
要
（
附
目
次
）

パ
ネ
ル
Ⅰ
・
松
野
敏
之
『
朱
熹
『
小
学
』
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
一
年

九
月
刊
行
、
本
文
三
二
五
頁
）

『
小
学
』
は
、
近
世
東
ア
ジ
ア
地
域
で
広
く
読
ま
れ
た
書
で
あ
っ
た
が
、
近

代
以
降
の
研
究
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
。
そ
の
原
因
は
主
に
二
つ
。
朱
熹

が
編
纂
者
で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
一
般
化
し
た
こ
と
と
、
内
容
が
経
書
等
か

ら
の
引
用
に
過
ぎ
な
い
と
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
は
次
の
よ
う
な
検

討
を
行
っ
た
。

〔
第
一
章
〕
朱
熹
と
劉
清
之
の
書
簡
を
再
検
討
し
、
現
行
本
『
小
学
』
は
朱

熹
の
編
纂
書
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
そ
の
過
程
で
、
朱
熹
と
劉
清
之
に
は
編

纂
の
傾
向
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
確
認
。
原
典
そ
の
ま
ま
に
引
用
す
る
劉
清
之

に
対
し
、
朱
熹
は
経
書
で
あ
っ
て
も
修
訂
を
加
え
て
い
た
。

〔
第
二
章
〕
朱
熹
の
編
纂
傾
向
を
ふ
ま
え
、
『
小
学
』
の
文
章
と
原
典
を
す

べ
て
調
査
す
る
と
、
多
く
の
文
章
に
修
訂
の
跡
が
確
認
で
き
た
。
時
代
に
合
わ

な
く
な
っ
た
古
礼
や
小
学
と
し
て
学
ぶ
に
は
不
適
切
な
話
な
ど
が
刪
去
さ
れ
て

い
た
。

〔
第
三
章
〕
『
小
学
』
に
は
朱
熹
の
思
想
が
反
映
さ
れ
、
日
常
的
な
孝
の
話

が
多
い
。
中
に
は
従
来
の
小
学
教
育
の
書
で
は
採
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
「
父

母
へ
の
諫
め
」
と
い
う
話
題
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
言
葉
遣
い
や
表
情
・
態
度
に

気
を
遣
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。

〔
第
四
章
〕
朝
廷
が
旌
表
す
る
孝
と
『
小
学
』
の
孝
の
違
い
に
つ
い
て
検
討
。

割
股
の
よ
う
な
極
端
な
孝
行
為
や
漢
唐
で
語
ら
れ
た
孝
感
譚
な
ど
を
朱
熹
は
教

え
と
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
『
小
学
』
に
も
収
め
て
い
な
い
。
『
小
学
』
で
は

「
孝
」
が
日
常
道
徳
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

〔
第
五
章
〕
「
敬
」
は
朱
熹
が
提
唱
し
た
重
要
な
学
問
論
で
あ
る
。
『
小
学
』

は
「
敬
」
の
具
体
的
な
方
法
を
示
す
と
共
に
、
経
書
に
見
え
る
聖
賢
の
教
え
と

「
敬
」
を
結
び
つ
け
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

〔
第
六
章
〕
朱
熹
没
後
、
南
宋
か
ら
清
末
に
至
る
ま
で
の
『
小
学
』
の
受
容

を
概
観
。
特
に
明
中
後
期
か
ら
清
初
に
か
け
て
、
『
小
学
』
は
科
挙
と
の
関
連

か
ら
廃
れ
て
い
た
。

〔
終
章
〕
朱
熹
が
生
涯
に
わ
た
り
様
々
な
小
学
教
育
を
模
索
し
て
い
た
こ
と

を
整
理
。
『
小
学
』
は
朱
熹
の
小
学
教
育
に
お
け
る
集
大
成
と
な
る
。
以
上
の

通
り
、
『
小
学
』
は
朱
熹
の
意
図
に
基
づ
き
、
入
念
な
配
慮
の
も
と
に
編
纂
さ

れ
た
書
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト

評
者
：
梅
村
尚
樹
（
北
海
道
大
学
。
科
挙
・
学
校
か
ら
み
る
宋
代
士
大
夫
社

会
と
思
想
）

佐
野
大
介
（
名
古
屋
大
学
。
日
中
に
お
け
る
孝
思
想
及
び
孝
子
顕
彰
）

新
田
元
規
（
徳
島
大
学
。
中
国
明
清
代
の
経
学
史
。
明
清
交
替
期
の

礼
学
を
中
心
と
す
る
）

著
者
：
松
野
敏
之
（
国
士
舘
大
学
）

司
会
：
三
浦
秀
一

【
目
次
】

序

章

第
一
章

朱
熹
小
学
書
と
劉
清
之
小
学
書

第
二
章

『
小
学
』
編
纂
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前 言

第
一
節

『
小
学
』
内
篇
―
―
原
典
か
ら
の
修
訂

第
二
節

宋
代
訓
蒙
書
と
『
小
学
』
の
構
成

第
三
章

『
小
学
』
に
お
け
る
孝

第
一
節

明
倫
篇
「
父
子
之
親
」

第
二
節

孝
と
諫
め

第
三
節

朱
寿
昌
譚

第
四
章

孝
行
譚
の
選
択

第
一
節

累
世
同
居
・
廬
墓
・
孝
感

第
二
節

割
股

第
五
章

敬
身
篇
の
編
纂

第
六
章

元
明
清
時
代
の
『
小
学
』

終

章

朱
熹
と
小
学
教
育
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パ
ネ
ル
Ⅱ
・
加
納
留
美
子
『
蘇
軾
詩
論
―
―
反
復
さ
れ
る
経
験
と
詩
語
』
（
研

文
出
版
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
刊
行
、
本
文
二
九
五
頁
）

本
書
は
、
北
宋
の
蘇
軾
（
一
〇
三
七
―
一
一
〇
一
）

の
詩
文
に
み
ら
れ
る

独
自
の
反
復
性
に
着
目
し
、
そ
の
創
作
意
図
を
論
究
し
た
も
の
で
あ
る
。

蘇
軾
は
官
途
に
あ
っ
て
、
（
一
）
政
治
的
対
立
に
直
面
し
、
（
二
）
政
争
を

避
け
て
地
方
官
を
歴
任
し
、
（
三
）
罪
臣
と
し
て
左
遷
さ
れ
、
（
四
）
名
誉
回

復
を
果
た
す
と
い
う
展
開
を
二
度
経
験
し
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
の
経
歴

と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
蘇
軾
の
詩
文
に
は
過
去
に
詠
ん
だ
自
作
の
表
現
や
着
想
、

構
成
を
踏
襲
し
て
新
た
に
作
成
す
る
と
い
う
手
法
が
度
々
確
認
さ
れ
る
。
本
書

で
は
こ
の
手
法
を
蘇
軾
の
「
自
作
参
照
」
と
称
し
、
後
半
生
の
詩
を
中
心
に
、

六
章
に
亘
っ
て
論
じ
た
。

序
章
に
て
蘇
軾
作
品
の
「
自
作
参
照
」
の
概
要
と
分
類
を
行
い
、
第
一
章
で

「
自
作
参
照
」
の
起
点
と
な
っ
た
徐
州
知
事
時
代
に
着
目
し
、「
吾
生
如
寄
耳
」

等
を
例
に
、
現
地
で
の
経
験
が
後
半
生
の
創
作
に
与
え
た
影
響
を
考
察
し
た
。

第
２
章
か
ら
第
５
章
で
は
、
個
別
に
主
題
を
設
定
し
、
「
自
作
参
照
」
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
作
品
群
を
検
討
し
た
。
そ
こ
に
は
、
弟
蘇
轍
と
唱
和
し
た
「
夜

雨
対
牀
」
詩
や
左
遷
先
の
梅
花
に
寄
せ
た
詠
梅
詩
、
嶺
南
の
山
を
称
揚
し
た
羅

浮
山
詩
が
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
第
６
章
で
は
、
「
自
作
参
照
」
が
殆
ど
用
い
ら

れ
な
か
っ
た
海
南
時
代
の
作
品
に
注
目
し
、
「
欠
月
」
と
い
う
詩
語
に
象
徴
さ

れ
る
詩
人
と
し
て
の
新
た
な
境
地
を
指
摘
し
た
。

蘇
軾
に
と
っ
て
「
自
作
参
照
」
と
は
、
博
覧
強
記
を
誇
る
手
段
で
は
な
く
、

浮
沈
激
し
い
官
僚
人
生
の
中
で
編
み
出
さ
れ
た
一
種
の
戦
略
で
あ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
過
去
の
相
似
た
状
況
下
で
作
ら
れ
た
自
作
を
引
用
し
つ
つ
、
現
在
の
困

難
な
状
況
を
肯
定
的
に
描
き
、
も
っ
て
今
後
の
好
転
を
期
待
す
る
と
い
う
言
祝

ぎ
の
役
割
が
期
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト

評
者
：
小
笠
原
淳
（
熊
本
学
園
大
学
。
近
現
代
詩
）

陳

佑
真
（
都
留
文
科
大
学
。
宋
代
思
想
）

原
田

愛
（
金
沢
大
学
。
蘇
軾
を
中
心
と
し
た
宋
代
文
学
）

著
者
：
加
納
留
美
子
（
相
模
女
子
大
学
）

司
会
：
佐
野
誠
子
（
名
古
屋
大
学
）

【
目
次
】

序

章

蘇
軾
詩
に
お
け
る
反
復
性
と
そ
の
検
討

第
１
章

徐
州
時
代
の
蘇
軾
―
―
「
自
作
参
照
」
の
視
角
か
ら

第
２
章

「
人
衆
者
勝
天
、
天
定
亦
勝
人
」
―
―
詩
人
が
託
し
、
詠
っ
た
「
天

報
論
」

第
３
章

「
夜
雨
対
牀
」
―
―
蘇
軾
兄
弟
を
繫
い
だ
も
の

第
４
章

梅
花
の
「
魂
」
―
―
詠
梅
詩
に
お
け
る
「
自
作
参
照
」

第
５
章

蘇
軾
羅
浮
山
詩
考
―
―
繰
り
返
さ
れ
た
「
作
法
」

第
６
章

海
南
時
代
の
詩
に
お
け
る
風
景
描
写
―
―
詩
人
と
し
て
の
挑
戦

終

章

―
―
「
自
作
参
照
」
が
齎
し
た
も
の


